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本法は接麓菌畳 と薬剤添加迄の 日数 との関係を詳細に検討すれば原秀な方法 とな り得る｡

(4)撃別を添加 した Kirchner培地に楕 A多量の菌を接種､翌 日卵培地に分離培養 し､ 生 じた集

落数を昼て決定する方法は接種菌畳を適当にすれば摩秀な方法であるO目下の処､ F株0.5mg/ml乃至

0.1mg/ml,の菌液を0.04ml宛､1ml,Kirchne/r培地に添加する事により､培養翌 日 (即ち薬剤添加の

翌 日)分離 した卵培地上の集落数 を数-て幼鳥判定を行払得る事を知った.
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結核菌の ｢ビル レンツ｣ (以下 ｢ビ｣と略す)とは一体何を指すのであらうか｡ 締核菌が生体内に

入れば､茨に菌の槍確が起 り､更に菌に対する組織の反歴 によって病変が起る~｡ 従来 ｢ビ｣測定法 と

して賞用せ られた方法は両者の中､組縛の側の反磨のみを指樺 として来た｡ それでは菌が生体内に入

った後の菌の増殖力は無税 して よいものであらうかO

或は赤､病変甚だ しき時は必ずその膜器内の生菌数は大であると言ってよいであらうか｡ 更に亦､

臓希内の結核菌を分離培養するのに捉乗用仏られて来た苛性曹達､ 疏酸等による前処置は結核菌の生

活菌の生活力に影響 しないであらうか｡

斯様な疑問か ら田発 して我 Aは貧の様な実験を行ったo

賛 巌

最近膿及び啄症か ら分離した結核菌5株及びF株の各1ケ月培養の菌を0.1mg宛､各株それぞれ6頚宛

のモルモッ トの大腿皮下に接種 し､1ケ月毎に各株1頭宛を剖検 し､6ケ月に及んだ (途中熊死 した場合

には5ケ･月に留めた).剖検に際 しては肉眼的新見及び一部については粗相学的所見を検すると共に､

全例について肝片 1gを無菌的に取出しHomogenizerにて均等乳化した後､4%及び1%NaOHにて30

分処置後 (対照は同量の蒸溜水を加-た)中和 し､0.lc.C.宛卵培地に堵養 したo

その結果頂韓の肉眼的変化 と肝片内の生菌数 とは全然一致 しない事が明か となった｡叉4%NaOH処

置により障署 内結核菌は･著 しくその発育力が障碍 されるが､1%NaOIⅠでは障樽の程度は整い｡

総 括

以上の実験は予報的な未完成なものであって､ 早計に結核菌の ｢ビ｣の問題に立入って議論する等



198 -

は許 されないと思ふが､併乍ら従来の ｢ビ｣i則定法が不備である事が明白とな･bた｡

一般病原細菌 (肺炎球菌､ヂフテ 1)-菌等)の ｢ビ｣と同じや うな考へ方で､ 結核菌の夫を表はす

棟に耳夫すべきカもそれとも結核菌独得の ｢ビ｣の樽念を必要とするかO,滞乗に侠つべき華 庫であるO

倫接辞内の生結核菌 を可及的定量的に分離培養するには苛性嘗蓮等の薬剤による前処置は可及的避

けた方が よく､止むを得なV･,場合には NaOH の膿度を1%に止むべきである.
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(其 の 3) ツ ベ ル ク 17ン 一に 的 す る 研 究

ツベルク リン特にその製法に関する再検討

(続報) ｢ヅ｣の多糖体劃分及び蛋自体劃分 と皮内反騰 との関係

白 石 正 雄

(本稿の要旨は昭和25年9月3日帝核研究会読機会及び第26回日本庫核病学会に於て清遊した)

純 音
])2)箆)

既に著者は前報に於て､ ｢ツ｣ 多糖体は透析性 を有 し､ 綜核モルモッ ト皮円戊腰の24時間値 (アル

ツス型)に関係 し､致死戊臆と関係なtく､蛋白体は5-9% コロヂサム膜を透析するが､10%膜を透析

せず､皮内反麿の48時間値.(ツベルク1)ン型)及び致死反臆 と碕填た関係を有することを述べたO 今

回は強毒人型菌朝倉株及び 易易毒人型菌青山B株の ｢ツ｣多糖体劃分及び蛋白体劃分を分離して皮内反

膝を検 した結果､上述の知見を確認 しえたので報告する.

'鷺換方法

1 J｢ッ｣多糖体部分及び蛋白体劃分の分離港

第1図にしめすように､ 強者^型朝倉株 ソ- トン増血8週培養液 (培地原液量 700C.C.)を滅菌液紙に

て菌体溝別､洩液を さらに ChamberlandL3Filterにて洩過後10% Collodion膜限外 混過法 にて

1/10畳に濃縮 したo

a) 多糖体劃分の分離

コロヂウム膜通過液は20%三塩化酪酸による沈澱反騰陰性､ モ-1)ツシ-反膝張陽性､ -ンヒド･1)

ン反膝中等度陽性､ ミロン反感中等度陽性であって､ その45C･C･に9倍畳の純酒精を加えると自沈を生

じ､翌 日上清直上傾後､滅庄乾燥､更に電束定温碁中にて充分乾燥 し､撞衣黄色粉末 5.0mgを得たo
ヽ

このものはモーリツシ-庚磨強陽性､三塩化酵酸による沈澱反臆は陰性であった｡ 青山B棟にては ヅ

ー トン培地3舟培養 (培地原液量200C.C.)の培養漣液を上記同様限外滴過法にて%量に渡精 し､その通

過液10C.C･.より上記同様にして酒晴沈澱をつ くり､之を乾燥して襖衣黄色粉末2.7mgをえたo

b) 蛋自体劃分の分離

弱毒人型青山B棟 ソー トン培地9過培養 (培地原液量400C.C.)をChamberlandL3Filterにて液過 し

たのち､5%コ.2ヂサム膜限外滝過法にて1/10量に濃縮 したoこの濃縮液をPt17･0に修正 したのち､硫

酸安門を完全に飽和し､生 じた自沈を責衷心､上清をすて氷堂内にて五酸化燐 (P203)にで乾燥 したO

こ にゝ褐色固形物質 と硫酸安門結晶の 混合物をえたので､0.5%石衣酸水5C.C.に捧解し､10%コ77ヂ

ウム膜にて6日間透析して硫酸安門を除去したo 透析嚢内容を寧寄定雄終円にて乾燥 し､衣白色粉末


